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（執筆者：永岡慶三）[2010 年 月 受領] 

■概要■ 

 本編では教育支援システム，更により広範囲の教育工学についての解説がなされている．

教育支援システム（Educational Support System）は一つの術語としての定義をもつものではな

いが，教育工学（Educational Technology）は 1960 年代の頃から日本でも使われだした用語で

あり，電子情報通信学会においても，教育工学研究会（当初は教育技術研究会）が誕生して

以来，すでに 40 年以上の研究寄与があり，重要な研究領域として現在に至っている． 
 教育工学は，ともすれば教育に対する情報通信技術の応用であり，あくまで側面からの技

術の提供・支援であるというイメージをもたれやすい．事実，当初は教育や学習の本質につ

いては，教育事象の専門性に対する遠慮もあり，また人間が関わる教育の複雑な本質には踏

み入らないことが無難とした向きもあった．しかし，教育工学が教育・学習に対する有効な

方法論を提供することを目的として研究開発を行ってきたことで，必然的に教育・学習につ

いて真正な効果・効率を目指すがゆえに，結局，教育・学習の本質を，情緒的あるいはイデ

オロギーでなく，科学的に論じることに貢献しているのが現状である． 
 本編の解説をみれば，教育支援システムあるいは教育工学についての研究が，社会的要請

に応えて，いかに多様にまた本質的に展開されているかを知ることができる． 
 
【本編の構成】 

 本編の構成は 4 章からなる．1 章において教育工学の歴史が述べられる．歴史の時間軸と

対象領域の空間軸について展開され，今後の研究指針を示唆する．2 章は，学習と教授の理

論である．心理学や認知科学から発生した学習と教授の理論が今や工学の枠組みの中で多面

的に論じられていることを理解できる．3 章は，教育設計・評価・分析である．e テスティン

グなど具体的な情報通信工学の活用と考え方が実例とともに示される．4 章は，教育・学習

支援システムである．(a)システムアーキテクチャ，(b)ドメイン，の二つの観点から論じら

れている． 
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